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１．はじめに

１−１　調査目的
　本稿は２０１３年３月１８日から２８日１までのザンビア

農村部において，我々が国際協力NGOである非営利
活動法人TICO（徳島県吉野川市山川町）の協力を得
て実施した教育支援に関する現地での活動の概要及び

その考察である．活動の目的は以下の二点である．

①　今後の研究と地域支援につなげるためソフト・コ

ンテンツ面などをはじめとするでの現地での活動を

通じた教育分野における課題の抽出．

②　現地において，持続可能な開発のための教育

（ESD）の理念に基づく環境教育の実践研究を実施す
る基礎データとして水に関する環境データの収集

１−２　活動の概要
　今回の主な活動は次の通りである．

１）授業及びワークショップの実施及び授業見学
①　円周率あるいは三角形をテーマとする授業の実

施

　地域内のコミュニティ・スクール（以下CS）３校及
び公立学校１校において，赤井が，企画・立案した授

業案をもとに実施した．一校のCSでは円周率につい
て，他の２校のCS及び公立学校１校では三角形の授
業を，それぞれ実施した．対象は５・６・７年生が１

校，それ以外の３校では７年生であった．

　②　CSでの授業実施状況に関する調査
　CS１校において１年生のCivics及び７年生の数学
の授業を，それぞれ近森及び赤井が参観した．

③　地域の基礎学校における水をテーマとする授業
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の実施

　昨年９月同様のテーマで実施した授業２を受けた８

年生の生徒７６名（男子６３名，女子１３名）を対象に

近森が実施した．

　④　教員対象ワークショップの実施

　地域の基礎学校において，地域の環境及び社会特性

等を踏まえた水の総合学習をテーマとして実施した．

このワークショップは，昨年９月に同様のテーマで実

施したワークショップの成果を踏まえて企画・立案し，

近森が実施した．

２）学校調査
　授業実施のため訪問した学校３校において，学校の

基礎的なデータについて聞き取り調査を行った．

３）水質調査
　河川水（３か所），浅井戸（２か所），さらに学校構

内の深井戸（１か所）から試料水を採取した．水質は，

硝酸性及び亜硝酸性窒素，硬度（炭酸カルシウム濃度

換算），総アルカリ度，pH及び電気伝導度を測定した．
電気伝導度以外は，簡易水質検査試験紙（アクア

チェックECO，シーメンスヘルスケア・ダイアグノス
ティック社）を用いた．電気伝導度は，電気伝導度計

（DIST３型，HANNA社）により測定した．なお，採
水直後に水温及び気温を，それぞれ簡易気温及び水温

計により測定した．なお，電気伝導度測定は，較正を

しないで実施しているため，あくまでも参考値である．

　なお，本稿では今回新知見が得られることが多かっ

た，１）の①の授業実践及び②の授業実施状況，さらに

２）の学校に関する聞き取り調査の結果について述べ

るとともに，水質調査の結果について，その概略を紹

介する．

２．調査結果及び考察

２−１　算数の授業実践
　地域の学校４校で以下に示す円周率（授業実践①）あ

るいは三角形（授業実践②）についての算数の授業を実

施した．両者ともに現地での持続的活用を担保するた

め，教材・教具は現地で入手可能なもののみを用いた．

授業実践①

［目　的］

１．円の大きさにかかわらず，円周の長さと直径の間

に共通した割合が存在することを理解する．

２．与えられた円の円周の長さを，直径から計算でき

るようになる．

［授業概要］

煙班に分かれ，それぞれ異なる大きさの円柱形の物体

について，青い紙テープで円周を測り，赤いテープ

で直径を測り，その二つを比べる．

煙各班の結果を比べる．

煙「３より少し大きい」という割合になることをつかみ，

教師が３.１４という円周率を教える．
煙円の円周と直径をテープで測ることは非常に難しい

ため，巻きつけることで容易に図ることのできる円

柱を用いた．今回はルサカのマーケットで購入可能

な円柱状の物体を活用した．

授業実践②

［目　的］

１．辺の長さによって三角形を分類できるようになる．

２．二等辺三角形と正三角形の定義を理解し，それぞ

れを判別できるようになる．

［授業概要］

煙右図のような円に三

角形を描く．

煙６つの三角形を自由

に分類して，理由を

発表する．

煙教師が辺の長さに注

目した分類を行い，

二辺が等しい・三辺

が等しいという特徴をつかませ，二等辺三角形と正

三角形の定義を教える．

煙三角形の各辺の長さをつかみやすいよう，上のよう

な図を用いた．しかし厳密は同じ長さの弧において

弦の長さが等しいことを示す必要があるが，今回は

前提として扱った．

　第一に見も知らぬ外国人が授業を行っているために，

子ども達が緊張しているということを考慮しても，授

業中に自分の考えを発表するということに不慣れであ

ると感じた．しかし，学習者中心の授業を導入してい

く過程で，授業のあり方など教員側の要因だけでなく，

学習者側の要因も考慮されるべきではないかという問

題意識を持つにいたった．

　次に，授業観察のための訪問時，学校関係者からの

聞き取とった教材・教具の不足である．例えば授業実

践①であれば，円柱の直径を測る際，３本の定規を用

いると正確に計測することができる．また，同②では

当然ながら円の中に三角形を描く際に定規を用いる．

しかし，各学校とも全ての子ども達が定規を持ってい

２ 平成２４年９月１９日より２２日までの同地域における活動を指す．④のワークショップも同様である．
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るわけではなかった．定規は校長室の金庫に保管され

ており，教師が必要なときに配布し授業後に回収して

いた．そのためもあって，７年生であっても定規の扱

いに慣れておらず，正確に直線を引いたり，定規を組

み合わせて平行を作り出したりするのに，想像以上に

時間を要した．また，一部の学校では筆記用具を全て

の子どもたちが所有していないという状況も見て取れ

た．このことは授業実践に大きな影響を与えた．つま

り，そのような場合隣の友人と文房具を共有すること

になるのだが，それは一つの作業に二倍の時間を有す

ることを意味している．こういった基本的な文房具の

支援は様々なNGOや国際機関の支援によるところが
大きいようである．主要な文房具の所持率については

調査が必要である．しかし，単に所持しているという

ことだけではなく，定規の場合に典型的に見られたよ

うに，正しい使い方をいかに伝え，習熟させるかとい

うことも大きな課題の一つであろう．

２−２　授業観察
　CSにおいて７年生の３位数×３位数の積について
の授業を見学した．授業ではまず，既習事項である

「１位数╳１位数」「２位数・３位数╳１０・１００」の内

容についての子ども達の理解が確認された．そしてそ

れらを活用して，３位数╳３位数の計算方法を指導し

ており，そういった点では，学習内容のつながりが意

識されていると感じた．また，筆算において乗数のそ

れぞれの位をかけていくプロセスをStep１・Step２…
と明記して指導することで，子ども達がそれぞれのプ

ロセスで何を行っているのかを筋道立てて理解できる

ように促されていた．しかし，乗数の十の位が０であ

る場合（例：１２３╳４０５）のような子ども達の躓きを

ふまえた段階的な指導が行われているかどうかは，今

回の限られた観察では評価することができない．今後

の研究課題としては，ザンビアの教員養成における教

科内容と教育方法の位置づけ，教員の子どものつまず

き等といった教育方法の理解度といった点に焦点を当

てていく必要があるのではないだろうか．

２−３　学校調査
　表１に授業を実施したA，B及びC校児童・生徒数，
教員数を示す．これら３校はすべて校舎が２棟あり，

教室数は，B校が６，他の２校は４である．ただ，B
校では，１つの教室が教員の居住スペースとして使用

されている．教員の教職経験年数は，B及びC校では
全員が５年以上であるが，A校では，全員が５年未満
である．公立学校であるB校以外では，生徒一人から
学期ごとに１０K（クワチャ）（現行レートでは，１Kは
日本円で約２０円）を授業料（User fee）として徴収し

表１　３校の基本データ

　CS：Community School；GS：Government school；＊２０１２年のデータによる

児童・生徒数教　室　数教員数（校長を含む）校長の性別種　　　別学　　　校

５１５４７（男２，女５）男CSA

３０５６５（男２，女３）女GSB

＊６００以上４４（男３，女１）男CSC

ている．

　また学校関係者からの聞き取りでは，教室や教科書

の不足をはじめとする教材・学習材の不足，長時間を

要する通学（４５分〜１時間），欠食（特に朝食），教師

の健康確保，教師の欠勤や定着率の低さあるいは教師

不足による学校の閉鎖など様々な教育課題（児童生徒

や教師の現実）の存在と多様性（当該地区の学校に共

通する課題があると同時に学校固有の課題があるこ

と）といった課題が挙げられた．CSには７学年が在籍
している．しかし，校舎数が４又は５であり，かつ教

員数が７未満であることから当然ながら７学年が同時

に学ぶことは不可能である．よって全ての学校で，学

年によって午前と午後に振り分けて授業を行っており，

子ども達は半日授業である．また，学校関係者からの

聴き取りの中で出てきた教材不足も，学習時間の不足

に加えて，学習に大きな影響を与えている．このこと

については，さらに考察を加え，「５．今後に向けて」

においてその改善策について提案したい．

２−４　水質調査
　水質調査の結果を表２に示した．①〜③に，その要

約を示した．

①　すべての水試料で，pHは，６.８〜７.２程度である．
また，硝酸性窒素３は，１㎎・L−１程度と低く，亜

３ NO3-N：Nitrate Nitrogen硝酸性窒素は硝酸塩として含まれている窒素のことで，水中では硝酸イオンとして存在している．肥料，
家畜のふん尿や生活排水に含まれるアンモニウムが酸化されたもので，作物に吸収されなかった窒素分は土壌から溶け出して

富栄養化の原因となる．水道水基準や河川水及び地下水などの公共水域の環境基準は，ともに１０㎎ L−１以下．
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硝酸性窒素４は，検出されていない．このことは，地

下水及び河川水への生活排水や糞尿等の混入の可能

性は低いことを強く示唆している．硬度，総アルカ

リ度及び電気伝導度には，採水地点により差がある．

気温と水温との差は，採水地点によって１℃〜７℃

である．

②　２か所の浅井戸水は，他の試料に比べて透明度が

低く白濁している．しかし，水質については，他の

ほぼ透明な河川あるいは深井戸からのものと大差は

ない．

③　河川水は，すべて無臭・透明である．また沈殿物

も認められない．とくに採水地点６の川では，湧水

が認められ，水連の花が咲いていた．採水地点４は，

川の流域にあり，採水した試料は，採水地点８の深

井戸から採水したものと同様に比較的高い電気伝導

度を示した（採水地点４：１４１μS；採水地点８：
２９１μS）．

　①〜③の要約でも明らかなように，今回調査した限

りでは，濁りの有無，採水地点，井戸のタイプにかか

わらず，一般に水質は，我が国の水道水に匹敵するほ

ど良好であった．一般に開発途上国の水質は極めて劣

悪であると，我々は思い込みがちであるが，少なくと

も今回の結果は，このような思い込みが単なる偏見に

過ぎないことを示唆するものともいえよう．今回の調

査は水量が豊富な雨期に行った．今後は乾季にも同様

の水質検査を実施すること，大腸菌群などの検査を実

施するとともに，現地の検査機関に委託して，より詳

細で定量的な水質データを得ることなどが必要である．

さらに，今後このようなデータの授業における活用に

ついても検討していきたい．

表２　水質調査結果

４ 化合物のなかに亜硝酸塩として含まれている窒素のことを亜硝酸性窒素と言う．水中では亜硝酸イオンとして存在する．地下
水汚染の原因物質の一つ．硝酸性窒素と同様，肥料や家畜のふん尿や生活排水に含まれるアンモニウムが酸化されたもので，き

わめて不安定な物質で，好気的環境では硝酸塩に，嫌気的環境ではアンモニウム塩に速やかに変化する．脚注３及び４の記述は

http：//www.eic.or.jp/ecoterm/による．
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３．考　察

　今回の学校調査・授業実践・授業見学を通じて一つ

の仮説的な問題が浮かび上がった．それは，「学習時

間の欠如」が構造的に固定化されていることである．

上述のように教室数が学年数に十分に対応していない

ため，授業は半日で行われている．さらに子ども達が

学校に来たとしても，慢性的な教員不足や欠勤により

１クラスに一人の教員を充当することもできないケー

スも見られた．この場合，一人の教員が二つの教室を

行き来して対応していたが，当然教師から指導を受け

る時間はさらに短くなるのである．

　さらに，ここには教科書をはじめとする教材不足が

深刻な影響を与える．もし教科書があれば，教師のい

ない教室の生徒に対して，該当ページの演習問題に取

り組むように指示することができるであろう．または

プリントを配布するということも考えられる．しかし，

そのための紙や設備が十分ではないCSにおいてそれ
らの取り組みも容易ではない．かくして，子ども達が

たとえ登校したとしても，教室での空白の時間が生ま

れてしまいかねない状況がある．つまり，図１に示す

ように「教室の不足」「教材の不足」「教員の不足」と

いう３つの不足が複合して構造的な問題を生み，結果

として学習時間の不足につながっていると考えられる．

これら一つ一つの改善も非常に困難な課題ではあるが，

たとえ一つを改善したところで根本的な問題は改善さ

れないというところに，この問題の難しさがあると思

われる．

４．今後に向けて

　図１に示した３つの不足の中で，教室・教員という

のは一朝一夕に解決する問題ではない．それでは，教

材の不足はどうであろうか．ザンビアでは複数の教科

書会社や援助機関が作成した教科書が混在している．

しかし，特に民間教科書会社のものはルサカの書店で

１冊２０〜５０ K（日本円で約４００〜１０００円）程度で
販売されている．CSの年間授業料をはるかに越える
ような価格の教科書を導入することは現実的ではない．

そこで我々は，独自に作成した問題集の導入による子

ども達の自学自習による学習時間の確保が可能ではな

いかと考える．この作成については鳴門教育大学（以

下「本学」）大学院国際教育コースの「国際理解教育特

論」における，教科教育を通じた国際理解教育の一環

として実施している．

　しかし，単に問題集を導入すればよいという問題で

はない．暫定的な取り組みであるとはいえ，学習時間

の不足を子ども達の自学自習で補おうとするのであれ

ば，それは例えば日本における自学自習とは大きく異

なると考えられる．日本ではある程度十分な学習時間

が確保され，学校教育の中で数・量・図形の関係を捉

える力が養われた上で，さらに授業において反復練習

（例えば，計算練習など）が行われる．つまり，自学自

習は学習内容をより定着させるための「追加的な取り

組み」であると位置づけられるだろう．しかし，今回

のザンビアにおける取り組みは，十分な授業時間が確

保できないという中で，いわば「代替的な取り組み」

として位置づけられる．つまり，子ども達は自学自習

の中で定着というだけでなく，自ら学習することも求

められるのである．よって問題集は，単なる問題の羅

列ではなく，授業との関係においてどのように子ども

達自身の学びを促進できるのかという点が考慮される

必要がある．さらに，教師の指導による限られた授業

時間をどのように位置づけていくかということも併せ

て考えていかなければならない．今後この点について

は現地の先生方と協議していきたい．また教育行政関

係者とも協議する必要が出てくるかもしれない．

　また，子どもたちの学習到達度の研究のあり方につ

いても再検討の余地があるのではないだろうか．ザン

ビアにおける算数・数学教育は何を目的としているの

かということは今後精査していく必要があろう．しか

し，「計算ができる」，「図形が描ける」ということは算

数・数学教育の成果としては表面的でかつ一部分を捉

えたものに過ぎないということは共通理解として持つ

ことができるのではないだろうか．さらに代替的な取

り組みとして自学自習を活用しようとするならば，子

ども達自身が数・量・図形の関係を捉え，活用してい

く力がより一層求められる．そのためには，今後の研

究において，表面的な知識・技能による学力の測定で

はなく，この関係を捉える力がどうであるかという点

について，調査・研究することが求められているもの図１　複合的・構造的学習時間不足の固定化
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と思われる．

　また，教育における専門性を有する立場として考慮

すべき取り組みとしては以下のような現地の学校教育

への直接支援なども考えられよう．

煙水の授業による水に対する生徒の意識やその変化の

分析：前回及び今回のワークシートの記述内容に関

する比較分析及びその結果を踏まえた授業改善

煙日常の学校教育活動との関連強化・緊密化：水に関

連する各教科の内容の整理・構造化や当該地区の地

域的特性を生かした具体的な授業プランの提案．

煙算数／数学の授業改善支援：ハンズ−オン活動を中

心とした授業の提示及びその授業での活用に関する

事後調査．

煙校内研修への支援：一部のCSでは，一月に２回程
度校内研修が実施されている．このような校内研修

への助言指導者としての参加．
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